
生物の歴史は 38 億年もあります。日常の中に普通にいると
思ってしまう生物は、実は工夫に工夫を重ねて生存競争の嵐
の中で残ってきたものです。私たちが工業製品を作成すると
きに行う性能試験を、現存する生物たちは命を賭して続けて
きたといえます。この生物がもつ技術を学び利用することこ
そ、次世代の産業を興す最後の砦だと思います。ヒトとはな
にか、人間とはなにかを問いながら、生物に学んだ新産業を
構築する方法をともに考えてみたいと思います。美しいタマ
ムシの翅がヒントを与えてくれるかもしれません。
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 「タ マ ム シ に 学 ぶ ：
  構造色と農業応用」

針山孝彦 （浜松医科大学 医学部 教授）

２０１２年  ３ 月 ３１日（土）
会  場： 北海道大学総合博物館 /知の交流コーナー
時  間： 午後１時３０分から午後３時３０分
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